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（9）すごいぞ！身近な仲間の SDGs の取り組み
奴間　伸茂 *1

《ご協力》窪井　要 氏 *2

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*1　塗料塗装技術研究所　代表
*2　久保井塗装株式会社　代表取締役社長

1．はじめに
　2021 年夏季号から、「持続可能な社会の実現を目指
すSDGs」というテーマで、以下のように執筆してきた。
　2021 年夏季号；
　「（1）まずは SDGs を知り尽くそう《SDGs 保存版》」
　2021 年秋季号；
　「（2）ビジネスを持続可能にする SDGs を！」
　2022 年新年号；
　「（3）塗料・塗装産業分野における取組とは」
　2022 年春季号；
「（4）線形経済から循環経済へ～限りある資源の効
率的な利用を～」

　2022 年夏季号；
　「（5）さあ、始めよう SDGs ！」
　2022 年秋季号；
　「（6）まだまだ、これから SDGs ！」
　2023 年新年号 ;
　「（7）原材料メーカーの取組みに学ぼう！」
　2023 年春季号；
　「（8）粘り強く CO2、VOC の削減を！
　　《参考》チャット GPT 注意しつつ有効活用を！」

　本年（2023 年）、9 月 29 日、「自動車塗装 CN 研究
会主催、一般社団法人 日本塗装技術協会共催の「自
動車塗装におけるカーボンニュートラル勉強会」が対
面方式で開催された。
　「自動車塗装 CN 研究会」は、日本の自動車メーカー
8 社（トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業、マ
ツダ、三菱自動車工業、スズキ、SUBARU、ダイハ
ツ工業（商号略））がカーボンニュートラル達成に向
けてベクトルを統一して一般社団法人 日本塗装技術
協会に設立された。
　OEM 共通の方向性（ニーズ）を発信し、各業界の
関連会社と OEM で協調して塗装のカーボンニュート
ラルに対する革新的技術の共同研究に取組むことを目
的としている。塗装業界として史上初の取り組みであ
る！
　「自動車塗装 CN 研究会」の活動の詳細については
当研究会ご自身に書いていただきたいと考えている。

　本号では、身近な仲間：久保井塗装株式会社（代表
取締役社長　窪井　要氏）の注目すべき活動について
インタビュー形式で紹介する。

２．2035年までにカーボンニュートラルを実現！ 
奴間　窪井さん、今日はよろしくお願いします。まず、
会社の紹介をお願いします。
窪井代表取締役社長（以下、窪井）　こんにちは。よ
ろしくお願いします。
　弊社は埼玉県狭山市にある小規模な工業塗装メー
カーです。創業は 1958 年、設立は 1965 年で 58 年の
社歴を有します。
　工業塗装を中心に、自動車内外装部品及び、電気、
建築関連の部品塗装、そして航空宇宙関連の塗装を
行っています。また、研究開発を中心に、お客様が必
要とする塗膜を創るラボ事業、また、リスクアセスメ
ントを中心とした工業塗装技術コンサルティングを
行っています。
奴間　カーボンニュートラル達成に向けて精力的に活
動なさっていますね。
窪井　はい！　久保井塗装は 2035 年に脱炭素・廃棄
物ゼロの実現をめざしています。
　この目標の根拠は 2020 年 10 月、当時の菅総理によ
る、国内の温室効果ガスを 2050 年までに実質ゼロに
するという宣言です。その後、これに呼応する形で各
企業が独自の脱炭素の宣言を行いました。その中でも
トヨタ自動車の宣言、「2035 年までにカーボンニュー
トラルを実現する」というものは、菅総理の宣言を
15 年前倒しするもので強い影響を受けました。
　久保井塗装は創業以来、環境に対し真摯に向き合っ
てきましたが、カーボンニュートラルは企業の未来を
語る上で必要不可欠な要素であることを思い知りまし
た。
　我々にとってカーボンニュートラルは、数値化され
た具体的目標であり明確でわかりやすく、次の世代、
将来の地球環境のためにすべきことであると捉えまし
た。
　その結果として、久保井塗装は 2035 年までにカー
ボンニュートラルの実現を目指し、全力で取り組むこ
とにしたのです。
奴間　カーボンニュートラル達成は困難な課題です。
久保井塗装一社でできるのですか？
窪井　カーボンニュートラルに関する情報が錯綜して
いますね。今後の主軸は水素なのか、再生可能エネル
ギーなのか、蓄電は実用に供するのか等々、目指すべ
き方向性やすべきコトについて小規模事業者一社では
判断が付きません。
　そこで、大学のエネルギーに関する研究室とつなが
り、専門家の意見を聞き、その指導の下、進むべき方
向と、すべきコトについて議論を重ね、カーボンニュー
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トラルの実現を目指し行動しているのです。
奴間　大学と信頼関係を築くのは簡単なことではあり
ませんが、どのようにして築いてこられたのですか。
窪井　僕は現在、TAMA 協会という組織に所属して
います。TAMA 協会でカーボンニュートラル研究会
を立ち上げ、多くの専門家と議論する場を作ったので
す。その議論の場にお呼びした専門家の中で、最も重
要な知識をお持ちの先生を見つけ、僕の目指す未来に
ついてお話をしました。
　僕の目指す未来が先生の理念と合致したことから、
協働することになりました。

３．まずは、「己を知る」こと
奴間　カーボンニュートラルを実現するために、何か
ら取り掛かったのですか？
窪井　工業塗装の現場がカーボンニュートラルを実現
するためには、まず、自社の CO2 排出量を把握する
必要があります。
　そのためにスコープ 1、スコープ 2 のエネルギー消
費量を知ることからはじめました。久保井塗装では
2019 年に経済産業省の「省エネ診断」を受けました。
その結果として弊社における消費エネルギーの約 2 割
がガス、そして約 8 割が電気であることを確認できま
した。
　約 2 割のエネルギー源であるガスは作業工程内で直
接 CO2 を排出するスコープ 1 です。主に冬場の工場
内室温調整や給湯に使われています。
　一方のエネルギー構成中約 8 割を占める電力は、ス
コープ 2 と呼ばれます。生産現場内で直接 CO2 を排
出しません。しかし、発電の方法によっては発電時に
CO2 を排出します。電力の使用用途は設備機器類の動
力源、乾燥炉の熱源、エアコン等に使われています。
　これらエネルギーの消費量から二酸化炭素排出量を
割り出すことができるのです。今すぐできるカーボン
ニュートラルの実践はエネルギー由来の CO2 を削減
するための「省エネ」にあります。図１、図２に示し
ます。
　久保井塗装では消費電力最小化による CO2 削減を
目指し、まず「己を知る」行動を開始したわけです。

　この行動とは、主要装置に電流計を取り付け、各設
備がどのような時間帯にどれくらいのエネルギーを消
費しているのかを「見える化」するという行動です。
取り付けた電流計には 1 分に一度、データが記録され
ます。単に電力会社からの請求書に記載されている電
力消費量から工場全体の二酸化炭素排出量を把握する
だけではなく、各設備の時間帯別エネルギー消費量を

「見える化」することができるのです。この行動により、
季節変動も含めた電力消費量の推移を通年計測できる
こととなりました。
　この「己を知る」行動により、今後の電力エネルギー・
マネジメントにおいて、設備ごとの運用方法や更新時
期を考えるための重要な情報を手に入れることができ
ました。

４．工業塗装の現場でカーボンニュートラル
実現

奴間　それでは、工業塗装の現場におけるカーボン
ニュートラル実現の具体的方策について教えてください。 
窪井　はい、わかりました。
　工業塗装業界で最も多く使われている塗料は、石油
由来の溶剤系塗料です。仕上がり品質も素晴らしく、
値段もこなれています。また、最も一般的な塗装方法
はエアースプレー塗装です。
　ここで問題になるのが「塗着効率」です。
　塗着効率とは、塗装に用いられた塗料の固形分質量
と被塗物に塗着した塗料の固形分質量との比を百分率
で示すものです。
　エアースプレーガンは塗料を圧縮空気の力で微粒子
化し製品に塗着させる技術です。エアースプレーガン
の塗着効率は一般的に30～40％だと言われています。
　なんと、製品に塗着しなかった 60 ～ 70％もの塗料
は廃棄物となってしまうのです。廃棄物になる分も含
め塗料製造時にもエネルギーを必要とします。廃棄す
ればそれら全てが無駄になってしまいます。さらに、
廃棄物処理のためにもエネルギーは必要となり、それ
ら全てがスコープ 3 の CO2 として排出されてしまう
のです。
　また、塗着効率を上げることは、光化学スモッグの
原因と言われる VOC（揮発性有機化合物 = 石油由来図１　己を知るための行動

図２　己を知るための行動　Scope １～３
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溶剤）の排出抑制にも良い結果をもたらします。カー
ボンニュートラル実現のためにスコープ 3 の CO2 を
最小化する塗着効率向上は大変重要なのです。
　全ての工程で CO2 排出量を低減させるため久保井
塗装では、フルスクラッチで独自開発した IoT シス
テムの活用を開始しました。フルスクラッチとは、 既
存のものを使用せず、一から全てを作り上げることで
す。
　この IoT システム「KCW-CMS」はモノづくり補助
金を活用し製品化し、現在一般に販売しています。
　多くのエネルギーをかけて作った塗料を大切に使う
ために、塗料調合管理や、品質管理・検査結果など、
全てのデータを「デジタル化」し、検査結果をすみや
かに分析・解析することで、検査部門から塗装現場へ
の情報伝達をスピードアップし、不良率の低減を実現
することができたのです。
　塗装不良品はそのまま産業廃棄物になってしまいま
す。その不良品を生産する時に使ったエネルギーや資
源が無駄になってしまいます。また、やり直し分のた
めに塗料もエネルギーも 2 倍掛かってしまうのです。
不良率を下げることは資源やエネルギー消費のムダ、
ごみ処分にかかるエネルギー消費を抑えることにつな
がり、「カーボンニュートラルの大きな要素」となる
と同時に「VOC 排出抑制」につながる大変重要な課
題なのです。
　現場の総合力を上げて、カーボンニュートラルの実
現を目指さなければならないことがお分かりいただけ
ると思います。
　KCW-CMS 操作画面を図３に示します。

５．2022 年度 Go-Tech 事業スタート！
奴間　2022 年度、新たな開発をスタートされました
ね。
窪井　はい、久保井塗装では、2022 年度 Go-Tech 事
業（成長型中小企業等研究開発支援事業）の採択を
受け、「日本のカーボンニュートラルに貢献するプラ
スチック小物部品用の超高塗着塗装技術の開発」をス
タートさせました。
　新しい時代の工業塗装を目指し、塗料・塗装機器・

塗装技術が三位一体となり、カーボンニュートラルの
世界で活躍できる新しい塗装技術の開発に挑戦してい
ます。この技術開発により、塗料及び廃棄物の減容化
を実現でき、スコープ 3 の CO2 を削減できます。また、
塗装現場のクローズド化を行うことで吸排気の最適化
ができれば、スコープ 1、スコープ 2 の CO2 削減を実
現できると考えています。是非、ご期待ください。
奴間　塗料・塗装機器・塗装技術が三位一体となって、
カーボンニュートラルの世界で活躍できる新しい塗装
技術の開発に挑戦なさるということですが、具体的な
開発体制について教えていただけますか？
窪井　現在、一緒に研究開発してくださっているのは、
長年共同研究してくださっている都立大の教授と埼玉
大学の教授、こちらも長年お世話になっている塗装機
器メーカーの霧化技術若手のホープ、プラスチック用
塗料では信頼の厚い塗料メーカーの技術者、そして元
公設試験研究機関で長年塗着効率について研究されて
いた先生にも力をお借りして、開発を進めています。
　今回の技術は奴間さんが仰ってくださった通り、三
位一体で進めなければ成し得ない技術だと思っていま
す。開発メンバー全員が本気で汗をかきながら、未来
をつかもうと努力しています。
　毎回の実験に、新たにデザインされた塗装ガンを投
入し、大学教授、元研究所員、そして久保井塗装の若
手社員をはじめとする研究員が一丸となってデータ収
集を行っています。その結果を、塗料メーカーの研究
員が分析してくださり、向かうべき方向を読み解いて
ゆきます。
　われわれは塗着効率 85％以上を目指すという、と
ても高い目標を掲げています。共同研究者全員の英知
を結集して、工業塗装の明るい未来を目指します。
　今回開発している技術が全ての問題を解決するわけ
ではありませんが、塗料・塗装機器・塗装技術が三位
一体となり研究することで、今までできなかった新た
な製品開発が実現できることと実感しています。困難
は承知で、全力で取り組んでまいります。

６．SDGs 達成のための理想的な姿！
　私たち、塗料・塗装に携わる者にとって、SDGs の
最も大切なゴールは、
ゴール 13 　気候変動に具体的な対策を

気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる

であり、そのためにやるべきことは、
ゴール９ 産業と技術革新の基盤を作ろう

強靱（レジリエント）なイン
フラ構築、包摂的かつ持続可
能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る

図３　KCW-CMS 操作画面
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ことだと考えます。
すなわち、具体的に言えば、カーボンニュートラル実
現のための技術の構築である。
　しかし、それは一社だけでは達成困難な課題である。
そこで、
ゴール 17　パートナーシップで目標を達成しよう

持続可能な開発のための実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化す
る

が不可欠となる。
　これまで、このパートナーシップの必要性は様々な
ところから発信されてきたが、具体的に実践され、成

果を上げている例には、少なくとも筆者は巡り合った
ことはない。
　ところが、窪井さんは、長年共同研究してくださっ
ている大学の教授、長年お世話になっている塗装機器
メーカーの霧化技術若手のホープ、プラスチック用塗
料では信頼の厚い塗料メーカーの技術者、そして元公
設試験研究機関で長年塗着効率について研究されてい
た先生の協力を得て開発を進めて、成果を上げつつあ
る！
　まさに、 「パートナーシップで目標を達成」しつつ
あるのだ。
　SDGs 達成のための理想的な姿ではなかろうか。
どうか読者の皆さんも、各々の SDGs 達成に向け頑
張っていただきたい。




